
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月５日から８日まで高槻キャンパス 

内にあるセミナーハウス高岳館にて、３ 

泊４日の冬季合宿を行いました。最終日は雪に見舞われるなど悪天候 

の中での合宿となりましたが、体育館やサッカー場、階段、坂道を使 

ってのダッシュや体幹などのトレーニングメニューを中心に行い、よ 

り一層体力強化に励みました。共に刺激し合い、励まし合いながら、時には厳しい声を掛け合い、取り組んでい 

ました。この合宿から、４月に入学予定の新入生も加わり、普段以上に活気のある練習が行われていたように思 

います。そして今年度も主将の西郷（政策４・報徳学園）が部員全員と個人面談を行いました。チームが優勝す 

るために、今の自分には何が必要なのかを考えることができたと思います。夜の選手間ミーティングでは西郷、 

副主将の桝矢（商４・倉敷）、和田（総情４・報徳学園）をはじめ、選手から様々な発言があり、「強くなりたい、 

強い集団になりたい」という熱い思いが伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

＊OB による講演会＊   

５日には関大野球部ＯＢで高校野球連盟の審判育成をされている木嶋一黄氏（Ｓ 

４２入）、関西学生野球連盟審判委員の窪田哲之氏（Ｓ５０入）をお迎えし、野球 

規則の講演会を開催しました。高校野球の映像を使用して解説される木嶋さん、窪 

田さんの話を選手達は熱心に聞き入っており、試合に勝つためにはルールを理解 

することが必要であると改めて感じさせられました。 

 

７日には元日本生命硬式野球部監督の早瀬万豊氏（Ｓ５３入）による講演会が 

行われました。ご自身の経験談や野球に対する姿勢について話をしてくださり、 

｢強くて良いチームになろう｣という早瀬氏の言葉に選手達は今の自分達と重ねて 

いる様子でした。講演後も選手の質問に丁寧に答えてくださり、ОＢの方々をよ 

り身近に感じることができました。 

 

◇ＴＯＰＩＣＳ 

１．冬季合宿         ４．春季キャンプ 

２．ＯＢ総会・懇親会 ５．淀川大清掃 

３．小中体験入部    ６．リーグ戦意気込み 

☆ＯＢ訪問       

 



 

  １月２６日に千里山キャンパスにて関西大学野球倶楽部の総会が行われました。 

昨年度の事業報告や創部１００周年記念事業、ＯＢ会の今後の活動について話し 

合われました。また、総会後は懇親会が行われました。 

現役選手より主将・西郷、副主将・桝矢、和田、学生コーチ・笛吹（経４･関大 

北陽）、土屋（政策４･駒大苫小牧）、宮下（商３･中津商）も参加しました。ＯＢ 

の方々はしぶりの再会ということもあり、終始会話が絶えず、世代を越えて親交 

を深めておられました。また、ＯＢの方々から現役選手に対してアドバイスをし 

てくださる場面もありました。いつも応援してくださっているＯＢの方々のため 

にも、是非、春季リーグ戦は優勝したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月９日と１月２７日に関西大学スポー 

ツ振興グループ主催で吹田市の小中学生を対 

象とした体育会クラブへの体験入部が行われ、野球部も参加しました。 

多くの子ども達が野球部の体験入部に参加し、終始笑顔で取り組んでいま 

した。選手達が楽しそうに指導している表情は普段とは違い、新たな一面を 

見ることができました。この機会を通して、子どもたちが野球により興味を 

持つようになって欲しいと思います。 

  

 

 

今回は、現役時代に投手としてご活躍された前田さんにお話しを伺いました！ 

Q 大学時代、思い出に残っている試合はありますか。 

  ４年生の春季リーグ戦で西京極球場にて行われた、神戸学院大学との 

最下位決定戦です。その当時は２部制で、関大野球部は伝統があり、｢絶 

対に２部に落ちてはならない｣というプレッシャーがありました。結果的 

には神戸学院に勝利したものの、その時の心境を一言で表すと「悲壮感」 

でした。それは全員が感じていたことでしたし、その試合は絶対に負けた 

くなかったです。 

Q 現在、ＮＨＫの高校野球解説者をされていますが、解説をする上で 

最も意識する点はどこですか。 

  「人をしっかり見る」ということです。人を見ることで、なぜ、 

そのようなプレーをしたのかなど、意図がわかりやすくなるからです。 

また、解説をしていて最も視聴者に伝えたいことは、野球の深さです。 

野球の深さを知ることが野球の面白さに繋がってくると思います。ま 

た、次のプレーを予想するのではなく、これまでの自分の野球経験を 

通して学んだ攻撃や守備のパターンを伝えていきたいと思っています。 

Q 最後に現役部員に一言お願いします 

  「自分はこうなりたい」と強く思うことを大切にしてください。例えば、「上手くなりたい」と思うこと。「そ 

うなりたい、そうしたい」と思わないと絶対に実現しないと思います。私ももっと野球を知りたいし、どうした 

らうまく指導できるかなどを思いながら日々を過ごしています。現役部員の皆さんも強い意志を持って、日々野 

球や勉学に励んでください。 

 

  前田 正治（Ｓ５１入） 

明星高校から関大に進学。投手と

して活躍し、関大を卒業後、日本

新薬株式会社に入社。選手として

６年間、監督として 12 年間野球

部に在籍。現在はＮＨＫ高校野球

解説者、公益財団法人日本高等学

校野球連盟の技術･振興委員な

ど、多方面で活躍されている。 



         

 ３月３日から１２日まで高 

知県安芸市の安芸市営球場に 

て春季キャンプを行いました。 

今年は天候にも恵まれ、絶好の野球日和の中、一か所バッティ 

ングや紅白戦、オープン戦などの実践練習を取り入れた内容の 

濃い１０日間を送ることができました。充実した施設の中で練 

習前の特守・特打や練習後の自主練習にたくさんの選手達が参加し、課題克服への取り組みも見られました。８ 

日にはＯＢ会の木村憲治会長が来てくださり、激励の言葉をかけていただきました。また、昨年に引き続き、今 

年も安芸市長による激励や、宿舎近隣の方のご声援など、安芸の皆様の支えもあり、充実したキャンプを過ごす 

ことができました。応援してくださる方々のためにもこの経験を活かし、リーグ戦で結果を残していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

＊オープン戦＊ 

   ７日に龍谷大学、８日には松山大学とオープン戦を行いました。龍谷大戦では、四球と連打で得点を奪われる 

も、その裏の攻撃で関大打線に火が付き、長短打などにより一挙９得点をあげて逆転。その後も得点を重ね続け、 

１８安打の猛攻で１７－７と大勝しました。Ｂ戦では、先制し４回まで関大ペースで試合が進んでいましたが、 

逆転を許し迎えた９回、このままでは終われない関大は先頭の西田直（商３･佐用）が出塁すると、連打で追加 

点を挙げるものの追い付くことはできず、９－３の悔しい敗戦となりました。 

松山大戦では、２点を先制され青木拓（商３･関大北陽）の二塁打で１点を返しましたが、再び点差を広げられま 

す。西田尚（人間２･東大阪大柏原）の安打で１点を返しますが、３回以降は投手戦となり、毎回出塁するも追加 

点を挙げることができず、２－４と惜敗しました。Ｂ戦では、松山大リードで迎えた６回、２本の二塁打などで 

逆転すると、７回にも１点を追加、さらに８回には箟(社３･伊丹北)が満塁本塁打を放ち、８－３で勝利しました。 

 

 

 

 

 

 

 

＊演芸＊ 

   １１日の夜は毎年恒例の新２年生が披露する演芸大会が行われました。藤田監督に 

乾杯の音頭を取って頂き、キャンプ最終夜の宴が始まりました。各コンビやトリオが 

練習を重ねた漫才やコントを披露し、会場は大きな笑いに包まれました。その中で優 

勝を勝ち取ったのは息ピッタリのコントを披露した塩田（文２･大阪桐蔭）、福井（社 

２･関大一）。２位は体型をネタにした中川（総情２･大阪桐蔭）、平岡（商２･智弁和歌 

山）。３位は、トリオでポケモンをネタにしたコントに挑んだ、合田（経２･清教学園）、 

湟打（総情２･奈良大附）､宮本（総情２･明石）でした。このトリオは藤田監督からの 

監督賞でも名が呼ばれ、ダブル受賞となりました。昨年の１位～３位も再結成されキャ 

ンプ最終夜は非常に盛り上がり、良い笑顔で終えることができました。 



10 金

11 土
7 日 12 日
8 月 25 土
13 土 26 日

14 日 27 月
15 月
26 金
27 土
28 日

３回戦

４月

6 土
開会式(わかさスタジアム京都)9:30～

同志社大学１回戦(わかさスタジアム京都)13:00～

３回戦

立命館大学１回戦(南港中央)13:00～
立命館大学２回戦(南港中央)10:30～

３回戦

５月 対戦相手

関西学院大学１回戦(甲子園)13:00～

関西学院大学２回戦(甲子園)13:00～

３回戦

京都大学１回戦(わかさスタジアム京都)10:30～

京都大学２回戦(わかさスタジアム京都)10:30～

同志社大学２回戦(わかさスタジアム京都)10:30～

対戦相手

３回戦

近畿大学１回戦(皇子山)13:00～

近畿大学２回戦(皇子山)10:30～

 

                ２月９日に関西大学の職員の方々をはじめ、体育会部員や一般学生と一緒に 

関西大学とミズノ株式会社が合同主催した『淀川大清掃～みんなの力で輝く淀 

川～』に参加しました。河川敷には粗大ごみもたくさん落ちており、時間の許 

す限り、部員一人一人が熱心にごみ拾いをしていました。「掃除をしてきれいに 

することで、心もきれいになる」と主催者の方の言葉通り、実際に掃除を終え 

ると、本当にそのような気持ちになり自分達の生活を見つめ直す良い機会にな 

りました。今後も関大野球部は、このような社会貢献活動に積極的に参加して 

いく予定です。 

 

 

 

 

                   

   新しく学生コーチになりました春田です。よろしくお願いします。 

部員全員が「優勝」という目標を達成するために、日々練習をして 

います。チーム全体がリーグ戦に向け、いい調子で仕上がってきてい 

るので、今季こそ、リーグ戦優勝を成し遂げたいと思います。 

応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

マネージャー2 年生 前田 理恵 

こんにちは。奪首×Dash 第 13 号はいかがでしたか？ 

  関大野球部の活動を少しでも知っていただけるように、今回もたくさんの活動内容を掲載 

  致しました｡選手たちはこの冬も、厳しい寒さの中、練習に励んできました。合宿やキャン 

プを通して培った力をリーグ戦で十分に発揮してもらいたいです。今季こそ、悲願のリー 

グ戦優勝を成し遂げます。今後とも温かいご声援、よろしくお願いします。 

 


